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Abstract: Re-examination of existing paleoseismological data inferred that the Median Tectonic Line 
(MTL) active fault system in Shikoku, more than 200 km long, ruptured in the 16th century or later. The 
faulting event and 14C age data from all the previous trenching surveys revealed that the eastern to central 
parts (from the Naruto-minami fault to the Ishizuchi fault) and the western part (from the Kawakami fault 
to the Iyo fault) ruptured in the 16th century or later, and the penultimate event occurred around 2,000 
years ago. On the Okamura fault in the central part, between the Ishizuchi and Kawakami faults, the date 
of the last event is controversial, and reinvestigation is necessary. The MTL active fault system in 
Shikoku seems to be divided into several segments, which ruptured successively within a short time 
period in the 16th century or later. For more precise segmentation, however, integration of fault geometry 
and displacement history is needed. 
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１．はじめに 

 中央構造線活断層系（以下，MTL活断層系と呼ぶ）
は，四国の陸上部だけでも，その延長は 200kmを超
えており，日本で最も長大な右横ずれ活断層である．

四国のＭＴＬ活断層系を対象として，これまでに

種々の機関により，30地点以上のトレンチが掘削さ
れている（第 1図）．これらの調査結果から，四国全
域にわたって，断層活動の範囲や活動履歴が解明さ

れることが期待される．しかし，トレンチ壁面に現

れた断層は複雑であり，イベント層準の認定は容易

ではない．また，地層の 14C 年代は逆転や若返りが
あり，一義的に決定できない．このため，トレンチ

調査結果をそのまま総括しても，活動履歴やセグメ

ント区分に関して，信頼性の高い結論は得られない．

これまでに調査されたトレンチのイベント層準や地

層の 14C年代値を再検討する必要がある． 
 著者らは，四国で掘削されたすべてのトレンチに

ついて，調査結果を再検討し，これに基づき，活動

履歴とセグメント区分を提案した．MTL活断層系の
ような長大な活断層を対象として，トレンチ調査結

果を単一の基準に基づいて再検討することは，大き

な意義があることと考える．トレンチ調査の再検討

結果については，多くの異論があるものと思われる．

読者の議論を期待する． 
 

２．トレンチ調査結果の再検討方法 

学術論文として公表されているトレンチ調査につ

いて，原著に示されているイベント層準と地層の 14C
年代値を取りまとめ，これらに対して，著者らの再

検討結果を示した． 
愛媛県が平成10～11年度に実施したトレンチ調査
の結果は，報告書（愛媛県，1999，2000）としてま
とめられ，公開されているが，学術論文としては公

表されていないため，報告書のスケッチを簡略化し

た図を本論文末の資料 1～9に示す． 
 

2.1 イベント層準の認定 

 文献に示されたスケッチに基づいて，イベント層

準を再検討した．原著のイベント層準の認定で明ら

かな誤りがあるものについては，再検討結果の欄で

修正し，コメントにその理由を述べた．また，イベ

ントの確実性（確実・不確実）を示した． 
 

2.2 地層の 14C 年代 

 地層ごとに 14 C年代値を整理し，試料番号，試料
の種類，ラボ番号，測定方法，14C年代，δ13C値，
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補正 14C 年代，較正年代を示した．較正年代の算定
方法と誤差は原著により異なるので，原著の較正年

代とともに，Bronk Ramsey (1998) の Oxcalプログラ
ムによる較正年代を示した．誤差は±1σである．δ
13C値が測定されていない試料は，-25 permilと仮定
し，較正年代を求めた． 
 地層は上位から順に並べ，１つの地層に複数の 14C
年代値が得られている場合は，年代の新しい順に並

べた．したがって，地層の上下と 14C 年代に矛盾が
ない場合には，上から下へ新しい順に年代が並ぶこ

とになる． 
 本論文では，次の考え方に基づいて地層の 14C 年
代を決定した． 
１）1 つの地層から複数の年代値が得られている
場合，最も新しい年代値をその地層の年代とした．

本論文で検討したトレンチでは，14C 年代データに，
1 つの地層を上部・下部のように細分するだけの精
度はないと考えられる． 
２）下位層に由来する炭質物が再堆積している例

が多いものと考えられる．上位層と下位層で年代値

が逆転している場合，上位層の古い年代は下位層起

源の炭質物の再堆積によるものと考え，検討から除

外した． 
３）草木の根の混入と考えられる試料の年代値は，

検討から除外した． 
 

2.3 遺物包含層の年代 
 地層に含まれる土器片（遺物）は，その地層の年

代の下限を示すデータになる．しかし，土器片より

新しい地層に再堆積している可能性があり，その地

層の年代の上限を示すデータとはならない． 
 

３．トレンチ調査結果の再検討 

 各トレンチ地点のデータを再検討した結果を第 1
～12表に示す．これらの表で，イベント層準やイベ
ントの時期を修正した地点について，その理由を述

べる． 
なお，表で網をかけている 14C 年代値は，測定試
料に再堆積した炭質物または根が混入したと考えら

れるものである．赤字はイベント時期を決定した 14C
年代値であることを示す． 
イベント層準で，地層間の 2 重線（＝）は，その
上位層と下位層の間にイベント層準があることを示

す．2 つの実線は，それらに挟まれた地層中にイベ
ント層準があることを示す．また，矢印（↑または

↓）を付した実線は，それぞれ，それより上位また

は下位に，イベント層準があることを示す． 
測定機関は，Beta：地球科学研究所，GaK：学習院
大学，HR：広島大学，KSU：京都産業大学，NUTA：
名古屋大学，Th：東北大学，Tl：米国テレダイン社
である． 
測定方法は，AMSが加速器質量分析法であり，β

線はβ線計数法である． 
 文中の 14C 年代はすべて較正年代であり，暦年
（calADまたは calBC）で示す． 
 

(1) 鳴門南断層・段関・大代トレンチ 

 イベント層準は原著と同じであるが，イベントの

時期を修正した．原著のイベント 2 と 3 は，Ｅ層
DC6-5とＣ層 DC10-9の 14C年代値より，1,010 calBC
～140 calAD とされていたが，Ｃ層の 14C 年代は
DC10-1で代表されており，1,010 calBC～420 calAD
に修正した（第 1表）． 
 

(2) 板野断層・川端Ｂ予察および川端Ｂトレンチ 

 森野ほか（2001）では，川端Ｂ予察および川端Ｂ
の両トレンチをまとめてイベントを検討している．

両トレンチは隣接しているものの位置が異なり，ま

た，それぞれ別個に検討されているので，本論文で

はそれぞれ別のトレンチとして再検討した． 
 

(3) 池田断層・平山トレンチ 

 本トレンチは，地質境界断層（狭義のMTL）と一
致する主断層の北側数 10ｍを並走する副断層を対象
として掘削された． 
 資料 1 にトレンチ壁面のスケッチを示す．トレン
チ壁面の地層は上位からＡ～Ｈ層に区分される．断

層はＥ層までを切断し，Ａ，Ｂ，ＣおよびＤ層に覆

われている．しかし，Ｃ・Ｄ両層の堆積構造は乱さ

れており，流動化している．また，Ｃ・Ｄ両層には

断層に類似した面構造が多数発達しており，これに

沿って細礫が配列している． 
 原著では，Ｃ層とＤ層が流動化していることから，

Ｃ層堆積後，Ｂ層堆積前にイベント 1 を推定してい
る．さらに，Ｃ・Ｄ両層は断層を覆っているので，

Ｅ層堆積後，Ｄ層堆積前にイベント 2 を推定してい
る．また，東側壁面で分岐断層がＧ層を切断し，Ｅ

層に覆われていることから，Ｇ層堆積後，Ｅ層堆積

前にイベント 3を推定している． 
 このように原著では，イベント 1 と 2 を別個のイ
ベントと考えているが，流動化した地層は断層を覆

う地層とはいえない．したがって，イベント 2 は認
定できない．また，原著のイベント 3 はＥ層の層厚
が薄く，断層と地層との切断・被覆関係が明瞭でな

く，不確実なイベントと評価した（第 4表）． 
 
(4) 池田断層・上石床トレンチ 

 資料 2 にトレンチ壁面のスケッチを示す．トレン
チ壁面の地層は，断層より北側をＡ～Ｈ層に，南側

をⅠおよびⅡ層に区分している．断層は上端が幅広

いＶ字状の落ち込み構造を形成し，Ｂ層とＣ層がＶ

字状部に落ち込み，Ａ層がこれらを覆っている．ま

た，Ｖ字の南北両側の断層に沿って，Ｄ層とⅠ層が

分布している． 
 原著では，Ｂ層堆積後，Ａ層堆積前にイベント 1
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を，さらにＤ層堆積後，Ｃ層堆積前にイベント 2 を
推定している．イベント 1 は明瞭であるが，イベン
ト 2に関しては，その根拠が曖昧である． 
 2 重や 3 重のＶ字状落ち込み構造では，一般に最
新イベントの層準は明瞭であるが，1 つ前およびそ
れ以前のイベントでは，地層と断層との切断・被覆

関係が複雑になり，イベントの層準を判読しにくい

（例えば，板野断層川端Ｂトレンチや父尾断層上喜

来トレンチ）．Ｄ層堆積後，Ｃ層堆積前にイベントを

推定するとすれば，Ｖ字を構成する断層はＤ層を切

り，Ｃ層に覆われていなければならない．スケッチ

ではそのような関係は認められない． 
 なお，東側壁面 E4付近の断層はＣ層とＤ層を切り，
Ｂ層に覆われているようにみえる．しかし，Ｂ層は

流動化しており，もともとはＢ層に達していた断層

や変形が同層の流動化により消失した可能性が高い．

また，西側壁面では，Ｂ・Ｃ両層はイベント 1 で同
時に落ち込んでいる．これらのことから，Ｃ層堆積

後，Ｂ層堆積前のイベントは認定できない． 
 以上より，本トレンチでは 1 回のイベントしか認
定できない（第 4表）．  
   

(5) 石鎚断層・本郷トレンチ 

 資料 4 にトレンチ壁面のスケッチを示す．Ａ層は
断層を覆う地層であり，断層より南側にＢ～Ｍ層，

北側にⅠおよびⅡ層が分布している．Ⅰ層とⅡ層は

中位段丘堆積物相当層である．イベント層準につい

ての原著の結論と著者らの検討結果は一致しており，

地層と断層との切断・被覆関係および傾斜不整合よ

り，3 回のイベントが推定される．そのうちイベン
ト 2 は，Ｆ層とＩ層およびＪ層との傾斜不整合から
推定しているが，原著でも指摘されているように，

傾斜不整合は明瞭ではなく，不確実なイベントと評

価した（第 5表）． 
 

(6) 畑野断層・東予変電所Ｃトレンチ 

 南側隆起・北側沈降の逆断層を境として，南側に

和泉層群，北側に新期の堆積物（1～10 層）と岡村
層が分布する．断層と新期堆積物との切断・被覆関

係によりイベントが検討されている． 
 イベント 1：断層は 3 層までを明瞭に切断してい
るが，1 層および 2 層との切断・被覆関係が明らか
でない．断層より約 2m 北側で 2 層が 3 層に落ち込
んでいる（地割れあるいは液状化？）ことから，原

著では 2 層堆積後，1 層堆積前にイベントを推定し
ている．しかし，2 層の落ち込みは断層活動による
ものかどうか明らかでないので，不確実なイベント

と評価した．イベントの時期は，1層と 4層の 14C年
代値より，785±130～625±80 yBP（1040～1400 
calAD）としている．しかし，イベント年代の上限を
決める 1 層の 14C 年代値は 1 つのみであり，イベン
トの時期も確実性が低い（第 6表）． 
 イベント 2：原著では，7aおよび 7b層は，断層活

動により低断層崖の一部が崩壊して堆積したイベン

ト堆積物であり，7層堆積後，6層堆積前にイベント
を推定している．しかし，7 層はイベントに伴う崩
積土であるので，イベント層準は 8 層堆積後，7 層
堆積前である（第 6表）．  
 

(7) 畑野断層・東予変電所Ｆトレンチ 

 トレンチ壁面には 1～5層が分布している．断層は
4層を切り，2層に覆われており，原著では 4層堆積
後，2層堆積前にイベントを推定している． 
 地層の 14C年代は，2層が 890～1,160 calADおよび
2,700～2,200 calBC，4層が 3,370～3,010 calBCおよ
び 6,650～6,330 calBCである．これらの年代値より，
原著ではイベントの時期を 3,370～2,200 calBC とし
ている．しかし，最も新しい年代値をその地層の年

代と考え，2層の年代を 890～1,160 calAD とし，イ
ベント時期を 3,370 calBC～1,160 calAD に修正した
（第 6表）． 
 

(8) 畑野断層・東予変電所 SK-2 トレンチ 

 トレンチ壁面の地層は 1～6層に区分される．断層
は 3 層までを切り，さらに 2 層を変形させている．
イベント層準は 2層堆積後，1b層堆積前であり，イ
ベント層準に関する原著の結論と著者らの再検討結

果は一致している．しかし，イベントの時期は再検

討により修正した．第 6 表に示すように，原著では
1b層と 2層の 14C年代値より，イベントの時期を 770
±75～590±80 yBPとしているが，これらの年代値は
下位層準と逆転しており，再堆積した試料の年代値

と考えられる．5層の年代値は 420±75 yBP（1420～
1630 calAD；試料の種類は木片）であり，イベント
は 1420 calAD以降とした． 
 

(9) 岡村断層・岸ノ下東トレンチ 

 資料 5 にトレンチ壁面のスケッチを示す．トレン
チ壁面の地層はＡ～Ｌ層に区分される．西側壁面で

は，断層はＥ層までを明瞭に切断している．Ｂ層と

Ｄ層は断層で切られていないが，北側へ約 12゜傾斜
しており，これをＡ層が水平に覆っている．東側壁

面では，Ｂ層とＤ層は堆積構造が乱れ，流動化して

おり，断層はＣ・Ｄ両層の下部を切っている． 
 原著では，Ｂ・Ｄ両層が北側へ傾斜していること，

また，堆積構造が乱れ，流動化していることから，

Ｂ層堆積後，Ａ層堆積前にイベント 1 を推定してい
る．また，西側壁面で断層がＥ層を切り，Ｄ層に覆

われることから，Ｅ層堆積後，Ｄ層堆積前にイベン

ト 2 を推定している．しかし，池田断層平山トレン
チと同様に，Ｂ・Ｄ両層は流動化しているので，断

層を覆う地層とはいえない．東側壁面では，断層は

Ｃ・Ｄ両層の下部までを切っており，同時にＢ層は

流動化しているので，原著のイベント 2 は認定でき
ない（第 7表）． 
 また，Ｆ層とＧおよびＨ層間で，変形の程度が異
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なることから，Ｇ層堆積後，Ｆ層堆積前にイベント

3（著者らの再検討によるイベント 2）が推定される． 
 

(10) 岡村断層・岸ノ下西 

 資料 6 にトレンチ壁面のスケッチを示す．断層よ
り北側はＡ～Ｋ層に，南側はⅠ～Ⅲ層に区分される．

Ⅰ～Ⅲ層は岡村層である． 
 第 7表に示すように，原著ではイベント 1～3を推
定しており，イベント層準に関する原著の結論と著

者らの再検討結果は一致している．しかし，イベン

ト 1（Ｄ層堆積後，Ｃ層堆積前）の時期は，原著を
若干修正した．原著では，Ｃ層の年代値が下位層準

と逆転し，Ｄ層より古い年代値を示すことから，Ｂ

層の年代値のうち古い年代値を採用し，イベント時

期を 1,090±40～960±70 yBPとしている．しかし，
14C年代測定は，同一層準の地層で年代値の新旧を判
別できるほど精度はないと考えられる．したがって，

2.2 で述べたように，著者らの再検討では，Ｂ層の

新しい年代値を採用し，イベント時期を 1,090±40
～670±60 yBP（895～1,390 calAD）とした． 
 Ｊ層の堆積構造が乱れ，これをＨ・Ｉ両層が水平

に覆っていることから，原著ではＪ層堆積後，Ｉ層

堆積前にイベント 3 を認定している．しかし，Ｊ層
の堆積構造の乱れはイベント 1 ないし 2 による可能
性もあり，不確実なイベントと評価した． 

 

(11) 岡村断層・飯岡トレンチ 

 飯岡地区ではⅠ，Ⅱ，ⅢおよびⅤの 4 地点でトレ
ンチが掘削されている．第 8 表と第 9 表に示すよう
に，イベント層準に関する原著の見解と著者らの再

検討結果は一致している．しかし，イベントの時期

を精度よく決定できるだけの数と信頼性のある 14C
年代値は得られていない．このため原著では，地層

に含まれる土器片により，イベント時期を推定して

いる．しかし，2.3 で述べたように，新しい地層に

古い土器片が混入している場合もあり得るため，土

器片によって，イベントの上限年代を決めることに

は問題がある．  
飯岡Ⅰトレンチ 
 トレンチ壁面の地層は，断層より南側では UGS1
～4および LGS1～3に区分され，断層より北側では
UGN1～5および LGN1と 2に区分されている． 

3重のＶ字状落ち込み構造（V1，V2，V3）が形成
されており，3回のイベントが推定される（第 8表）．
このうち最上部の V1を形成する断層は，すべての地
層を切断している．V1 に落ち込んだ堆積物中には，
4 世紀以降の土器片が含まれており，イベント 1 の
時期は 4世紀以降と推定される．イベント 2と 3は，
UGS4 層から得られた 14C 年代値より，3,400 calBC
以降としかいえない． 
飯岡Ⅱトレンチ 
 トレンチ壁面の地層は 1～9層に区分される．なお，
原著では地層名がつけられていないので，地層名は

本論文による． 
 3 回のイベントが推定されており，そのうちイベ
ント 1 は 2 層堆積後，1 層堆積前である．2 層より
AD 450～650年の土器片が得られているが，14C年代
は 390～810 calADを示す．上述のように，土器片か
ら推定される年代は，イベントの上限年代を決める

データとしては問題があるが，下限を決めるデータ

として採用できるので，イベント 1の時期は AD450
年以降である（第 8表）． 
飯岡Ⅲトレンチ 
 トレンチ壁面の地層は 1～9層に区分される．断層
は耕作土（1 層）を除くすべての地層を切断してお
り，2層堆積後，1層堆積前および 6層堆積中の 2回
のイベントが推定されている．そのうちイベント 2
の時期は，原著では試料番号 B-E(4), (5)および G-E(3), 
(4)の年代値より，1405～925 calBCとしている．しか
し，これらの年代値は 7a層のG-E(2)と逆転している．
G-E(2)および A-E(2)の年代値より，イベント 2 の時
期を 1260～100 calBCとした（第 9表）． 
飯岡Ⅴトレンチ 
 トレンチ壁面の地層は上位よりⅢc，Ⅲb，Ⅲa，Ⅱ
およびⅠ層に区分される．3 回のイベントが認めら
れ，そのうちイベント 1はⅢb層堆積後，Ⅲc層堆積
前である．Ⅲc層より 7世紀以降の須恵器片を出土し
ている．また，Ⅲb 層より縄文後期，弥生時代およ
び古墳時代（4 世紀）の土器片が得られており，原
著ではイベント 1の時期を 4～7世紀としている．Ⅲ
c層の 14C年代は得られていない．Ⅲb層は 120～540 
calAD を示す．前述のように，土器片による年代は
イベントの上限年代を決めるデータとしては適当で

はないため，イベント 1 の時期は 7 世紀以前とはい
えない．しかし，下限を決めるデータとしては採用

できるので，イベント 1 の時期は，古墳時代の 4 世
紀以降である（第 9表）． 
 

(12) 川上断層・氷見２トレンチ 

 第 10表に示すように，本トレンチのイベント層準
については，原著の見解と著者らによる再検討の結

果に大きな相違がある．資料 7 にトレンチ壁面のス
ケッチを示す． 
イベント 2（原著）：西側壁面で F2 断層はＥ層を
切り，Ｃ層に覆われており，原著ではＥ層堆積後，

Ｃ層堆積前にイベント 2 を推定している．しかし，
東側壁面では，F2断層はＣ層を切り，Ｂ層に覆われ
ている．これらのことより，著者らの再検討ではＣ

層堆積後，Ｂ層堆積前にイベント 2を，Ｅ層堆積後，
Ｃ層堆積前にイベント 3 を，それぞれ推定した．F2
断層は，西側壁面と東側壁面でイベント層準が異な

っており，これらは不確実なイベントと評価した． 
イベント 3（原著）：原著では，Ｇ層とＩ層の変位
量はＦ層よりも大きいとしているが，Ｆ層とＧ層の

変位量はほぼ同じであり，Ｉ層以下の層準で変位量

が大きくなっている．したがって，本再検討ではＩ
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層堆積後，Ｈ層堆積前にイベント 4を認定した． 
イベント 4（原著）：東側壁面で F3 断層がＩ層を
切り，Ｈ層に覆われている．原著はこの関係から，

Ｉ層堆積後，Ｈ層堆積前をイベント 4 の時期として
いるが，F3断層は分岐断層であり，イベント認定の
根拠としては確実性が低い．このイベント層準は，

結果的に，上述の別の証拠から認定された著者らの

再検討によるイベント 4 の層準と一致している（第
10表）． 
 

 (13) 本郡断層・本郡トレンチ 

 トレンチ壁面の地層は A1～Ｈ層に区分される（第
12表）． 
イベント 1（原著）：原著では，AI層と A2層の地
層境界が波打っており，液状化が推定され，これを

イベント 1 としている．しかし，スケッチでは液状
化の証拠は認められない． 
イベント 2（原著）：原著では，Ｅ層堆積後，A1
層堆積前にイベントを推定しているが，断層が明瞭

に切断しているのはＦ層までである．イベント層準

をＦ層堆積後，A1層堆積前に修正し，これを著者ら
の再検討のイベント 1 とした．長谷川ほか（2000）
は，断層上端のＶ字状部に A2層が落ち込んでいると
記載している．その場合，原著のイベント 2（著者
らの再検討のイベント 1）は A2 層堆積後，A1 層堆
積前になる． 
 14C 年代は，A1～Ｅ層とＦ層で逆転している．Ｆ
層の最も新しい年代を採用すると，イベントの時期

は 1255 calAD以降になる． 
 

４．MTL 活断層系の広い範囲に及ぶ断層活動の 

時期 

 トレンチ調査結果の再検討により，各トレンチ地

点におけるイベントは第 2～5 図のようにまとめら
れる．時期が重なるイベントの対比に基づくと，四

国のMTL活断層系では，以下に述べるような広い範
囲に及ぶ活動があったと考えられる．ここでは，東

から西へ (1) 鳴門南断層～石鎚・畑野断層，(2) 岡
村断層，および (3) 川上断層～伊予断層の 3つの地
域に分けて述べる． 
 

(1) 鳴門南断層～石鎚・畑野断層 

 鳴門南断層から石鎚・畑野断層にまで及ぶ 2 回の
断層活動が推定される（第 2, 3図）． 
 断層活動 1 は，神田，父尾，三野，池田，石鎚お
よび畑野断層の各トレンチ地点で認められたイベン

ト 1 に対応する．その東方の板野および鳴門南断層
でも，年代幅は大きいが，断層活動 1 に相当するイ
ベントが推定される．その時期は，父尾断層上喜来

トレンチ，三野断層池ノ浦および上野トレンチ，池

田断層平山トレンチ，石鎚断層本郷トレンチ，およ

び畑野断層東予変電所 SK-2 トレンチなどにより，

1,520～1,810 calADと推定される．長谷川ほか（1999）
は，畑野断層の東予変電所Ｃトレンチにおいて，イ

ベント 1の時期を 1,040～1,400 calAD（原著では 785
±130～625±80 yBP）としているが，年代の上限を
決める 14C 年代値は 1 試料だけであり，年代の確実
性が低い．他のトレンチ調査結果を総合的に評価す

ると，イベント時期の上限はさらに新しいと考えら

れる． 
 断層活動 2 は，鳴門南，板野，父尾，池田および
畑野の各断層のトレンチで認められたイベント 2 な
いし 3 に対応する．その時期は，板野断層川端Ｂお
よび川端Ｂ予察トレンチ，畑野断層上野田トレンチ

より，180 calBC～240 calADと考えられる． 
 なお，板野断層川端Ｂトレンチで 410～600 calAD
にイベント 2が推定される．また，鳴門南断層段関・
大代トレンチで断層活動 2 とほぼ同じ時期にもう 1
回のイベントが推定される．これらのことから，断

層活動 2 とほぼ同じ時期ないしこれよりやや新しい
時期に別の断層活動があった可能性がある． 
 このほか，鳴門南断層から，その東側の鳴門海峡

断層，友ヶ島水道断層および和歌山平野の伏在断層

に及ぶ断層活動 3 があったと考えられる（第 2 図）．
この断層活動は鳴門南断層段関・大代トレンチのイ

ベント 4に対応し，その時期は紀元前 14世紀頃と推
定される． 
 

(2) 岡村断層 

 本断層全域に及ぶ 2 回の断層活動が推定される
（第 4図）． 
断層活動 1 は，岸ノ下（後藤ほか，2001；ジオス
ライサー調査）と岸ノ下東および西トレンチ（愛媛

県，2000）で原著の結論が異なる．岸ノ下地点のイ
ベント 1は 1,510 calAD以降，岸ノ下東トレンチのイ
ベント１は 880～1,290 calAD，岸の下西トレンチの
イベント１は 895～1,390 calADとされている．岸ノ
下と岸ノ下西トレンチはわずか約 5m 離れて掘削さ
れたものであり，両者でイベント時期が異なるのは，

両方またはいずれかのトレンチのイベント時期を拘

束する年代データに問題があるためと思われる．イ

ベント 1 の時期をより正確に決めるため，再調査を
行う必要がある．飯岡Ⅰ～Ⅴトレンチは，再検討結

果によるとイベント 1 の年代幅が大きく，イベント
時期を限定するデータとはならない．  
 断層活動 2 は，岸ノ下西，飯岡Ⅱ，ⅢおよびⅤの
各トレンチのイベント 2 に対応する．その時期は，
岸ノ下西および飯岡Ⅱトレンチより，1,210～200 
calBCと推定される． 
 

(3) 川上断層～伊予・本郡断層 

 川上断層から重信断層以西に及ぶ 2 回の断層活動
が推定される（第 5図）． 
断層活動 1 は，川上，重信，伊予および本郡断層
の各トレンチのイベント 1に対応する．その時期は，
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重信断層高井西トレンチおよび伊予断層市場Ｂトレ

ンチより，1,280～1,670 calADと考えられる．なお，
この断層活動は，大塚ほか（2001）によって音波探
査とボーリング調査の結果から推定されている上灘

沖北断層のイベント 1に対応する可能性がある． 
 断層活動 2 は，川上断層氷見 1 トレンチと重信断
層高井西トレンチのイベント 2 に対応する．その活
動時期は，川上断層氷見１トレンチより，60～830 
calADと推定される． 
 

５．MTL 活断層系のセグメント区分における課題 

 ここでは，四国のMTL活断層系のセグメント区分
について，特にその課題を中心に考察する． 
 
5.1 四国東部～和歌山平野 MTL 活断層系のセグメ

ント区分 

 第 2 図に示すように，四国東部と和歌山平野の
MTL活断層系は，活動履歴が明らかに異なり，別個
のセグメントを形成するものと考えられる．その境

界は，活動履歴からは，鳴門南断層と鳴門海峡断層

の間と考えられる．一方，断層系の平面形態では鳴

門南断層と鳴門海峡断層は連続している．森野ほか

（2001）は，断層の平面形態を重視し，四国側のセ
グメントは淡路島南方海域に達していると推定して

いる．今後，活動履歴と断層系の形態から推定され

るセグメント境界の違いとその意味について，検討

を深める必要がある． 
 

5.2 四国 MTL 活断層系のセグメント区分 

 前章で述べたように，四国東部～中央部の鳴門南

断層～石鎚・畑野断層と四国西部の川上～伊予断層

の最新活動（断層活動 1）は，いずれも 16世紀以降
と考えられる．先行する断層活動についてはデータ

が少ないが，両地域の断層とも紀元前後に活動した

ものと推定される． 
一方，四国中央部に位置する岡村断層の最新活動

（断層活動 1）の時期については，前述のように，
後藤ほか（2001）と愛媛県（2000）で見解が異なっ
ている．四国東部および西部で 16世紀以降に活動し，
中央部の岡村断層だけ，活動時期が異なるとは考え

にくいので，著者らは後藤ほか（2001）の見解を支
持する．四国の MTL 活断層系は，16 世紀以降に全
区間が活動したものと考える． 
しかし，四国のMTL活断層系はその延長が 200km
以上あり，1 回の地震で全体が破壊したとは考えに
くい．四国のMTL活断層系はいくつかのセグメント
に分かれ，それらが短期間に連続して活動した可能

性が考えられる．しかしながら，短期間に連続して

活動している場合，トレンチ調査の結果だけから，

セグメント区分を行うのは困難である．断層の平面

形態（ギャップ，ステップ，屈曲など）や単位変位

量，平均変位速度の分布などを総合的に検討する必

要がある．著者らは現在，このような考え方に基づ

いて，四国MTL活断層系のセグメント区分を進めて
おり，その結果は別稿で報告したい． 
 また，鳴門南断層および板野断層のトレンチ調査

では，断層活動 2 とほぼ同じ時期ないしこれよりや
や新しい時期に，断層活動が推定される．これらの

断層では，広い範囲に及ぶ断層活動のほかに，短い

区間の断層が単独で活動する別の断層活動が存在す

る可能性を示している．また，四国東端部から和歌

山平野に及ぶ断層活動 3 は，セグメント境界近くに
位置する鳴門南断層などが，四国側と和歌山平野側

の両方の断層活動に伴って活動している可能性を示

している．今後，これらの可能性についても検討を

深め，四国MTL活断層系の活動の特徴把握とセグメ
ント区分に貢献したいと考えている． 

 

６．今後の課題 

（１） 岡村断層の最新活動時期の解明 

 既述のように，岡村断層の最新活動時期について

は，後藤ほか（2001）と愛媛県（2000）で見解が異
なる．最新活動の時期をより正確に決定するため，

再調査を行う必要がある． 
（２）1つ前のイベントに関するデータの取得 

 トレンチ調査のデータを再検討した結果，大部分

の断層で，最新活動に関する確実性の高いデータが

得られた．しかし，1 つ前の活動については，大半
の断層でデータが少なく，イベント時期の年代幅も

大きい．今後，さらにトレンチ調査などを行い，各

断層の 1 つ前の活動について，確実性の高いデータ
を得る必要がある． 
（３）鳴門南断層および板野断層の活動履歴の検討 

 鳴門南断層および板野断層では，広い範囲に及ぶ

断層活動のほかに，短い区間で活動する別の断層活

動が存在する可能性がある．また，鳴門南断層は，

四国側と和歌山平野側の両方の断層活動に伴って活

動している可能性がある．今後，両断層の再調査を

行い，活動履歴をさらに詳細に検討する必要がある． 
（４）14C 年代など地層の年代データの充実 

 炭質物の再堆積や根の混入などにより，地層の上

下と 14C年代が矛盾するトレンチ地点が多い．また，
わずか 1 つまたは 2 つの 14C 年代値から，イベント
の時期を決めているトレンチもある．今後，イベン

ト時期の決定に係わる地層の 14C 年代データを増や
す必要がある．また，14C年代測定のみによって地層
の年代を求めることには限界がある．花粉分析や古

地磁気測定など，複数の方法で地層の年代をクロス

チェックする必要がある． 
 

７．まとめ 

1) 四国の MTL 活断層系で実施されたすべてのト
レンチ調査について，イベント層準と地層の 14C 年
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代データを再検討した． 
2) その結果，四国東部～中央部の鳴門南断層～石
鎚・畑野断層および四国西部の川上～伊予断層はほ

ぼ同じ時期に活動しており，最新活動は 16世紀以降，
1つ前の活動は紀元前後と考えられる． 
3) 四国中央部の岡村断層の最新活動時期につい
ては，後藤ほか（2001）と愛媛県（2000）で見解が
異なっている．著者らは 16世紀以降とする後藤ほか
（2001）の見解を支持するが，今後，同断層の再調
査を行い，最新活動時期を詳らかにする必要がある． 
4) この考えに立つと，四国の MTL 活断層系は，
その全体が 16 世紀以降に最新活動を行ったと考え
られる．全長 200km以上に達する同活断層系は，い
くつかのセグメントに分かれ，これらが短い期間に

連続して活動していると考えられる．今後，断層の

平面形態や変位量分布などを総合的に検討し，セグ

メント区分を行う必要がある． 
5) 四国と和歌山平野側の MTL 活断層系は，活動
履歴が異なっており，別個のセグメントを形成して

いると考えられる．しかし，断層の活動履歴と平面

形態からそれぞれ推定されるセグメントの境界は異

なっており，今後の検討が必要である．   
6) 四国東端部の鳴門南断層および板野断層は，四
国全体に及ぶ断層活動のほかに，短い区間の別の活

動を行っている可能性がある．今後，詳しい調査が

必要である． 
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第 1図．四国MTL活断層系とトレンチ調査地点位置図．断層の位置は後藤ほか（1998, 1999a），中田ほか（1998, 1999），岡
田ほか（1998c, 1999a, 1999b），堤ほか（1998a, 1998b）による．NA：鳴門断層，NM：鳴門南断層，IT：板野断層，
ZU：神田断層，CH：父尾断層，MI：三野断層，IK：池田断層，SA：寒川断層，HA：畑野断層，IS：石鎚断層，OK：
岡村断層，KA：川上断層，SI：重信断層，IY：伊予断層，KO：米湊断層，HO：本郡断層．1：段関・大代トレンチ，
2, 3：川端Ｂおよび川端Ｂ予察トレンチ，4：川端Ａトレンチ，5：熊谷寺東南トレンチ，6：上喜来トレンチ，7：池
ノ浦トレンチ，8：上野トレンチ，9：平山トレンチ，10, 11：中之庄および上石床トレンチ，12：上野田トレンチ，
13：市木トレンチ，14～17：東予変電所Ｃ，Ｆ，Ｇおよび SK-2トレンチ，18：本郷トレンチ，19～21：岸ノ下，岸
ノ下東および岸ノ下西トレンチ，22：飯岡Ⅴトレンチ，23～25：飯岡Ⅰ，ⅡおよびⅢトレンチ，26, 27：氷見１およ
び氷見２トレンチ，28：高井東トレンチ，29：高井トレンチ，30：高井西トレンチ，31：市場Ｂトレンチ，32：本郡
トレンチ． 

Fig. 1. Distribution of the MTL active fault system and locations of trench sites in Shikoku. Distribution of the MTL active fault system 
is after Goto et al. (1998, 1999a), Nakata et al. (1998, 1999), Okada et al.(1998c, 1999a, 1999b), and Tsutsumi et al. (1998a, 
1998b). NA: Naruto fault, NM: Naruto-minami falt, IT: Itano fault, ZU: Zunden fault, CH: Chichio fault, MI: Mino fault, IK: 
Ikeda fault, SA: Sangawa fault, HA: Hatano fault, IS: Ishizuchi fault, OK: Okamura fault, KA: Kawakami fault, SI: Shigenobu 
fault, IY: Iyo fault, KO: Kominato fault, HO: Hongun fault. 1: Danzeki-Ooshiro site, 2 and 3: Kawabata B site and Kawabata B 
trial site, 4: Kawabata A site, 5: Kumatanitera-tounan site, 6: Kamigirai site, 7: Ikenoura site, 8: Ueno site, 9: Hirayama site, 10 
and 11: Nakanoshou and kamiishitoko sites, 12: Kaminoda site, 13: Ichigi site, 14～17: Touyohendensho C, F, G and SK-2 sites, 
18: Hongou site, 19～21: Kishinosita, Kishinosita-nishi and Kishinosita-higashi sites, 22: Iioka Ⅴ site, 23～25: Iioka Ⅰ, Ⅱ 
and Ⅲ sites, 26 and 27: Himi 1 and 2 sites, 28: Takai-higashi site, 29: Takai site, 30: Takai-nishi site, 31: Ichiba B site, 32: 
Hongun site. 
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資料 1，2．トレンチ壁面のスケッチ．愛媛県（2000）のスケッチを簡略化したもの．
Appendices 1 and 2. Trench wall sketches simplified from Ehime Prefecture (2000).
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資料 3，4．トレンチ壁面のスケッチ．愛媛県（2000）のスケッチを簡略化したもの．
Appendices 3 and 4. Trench wall sketches simplified from Ehime Prefecture (2000).
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資料 5, 6. トレンチ壁面のスケッチ . 愛媛県 (1999) のスケッチを簡略化したもの .
Appendices 5 and 6. Trench wall sketches simplified from Ehime Prefecture (1999).



森野道夫・岡田篤正 トレンチ調査結果の再検討に基づく四国中央構造線活断層系の活動履歴

資料 7，8．トレンチ壁面のスケッチ．愛媛県（1999）のスケッチを簡略化したもの．
Appendices 7 and 8. Trench wall sketches simplified from Ehime Prefecture (1999)
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 資料 9. トレンチ壁面のスケッチ . 愛媛県（1999）のスケッチを簡略化したもの .
  Appendix 9. Trench wall sketch simplified from Ehime Prefecture (1999).
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●第 1表～第 12表，以下のキャプション 
 
第 1表．トレンチ調査によるイベント層準の認定と地層の 14C年代データ（鳴門南・板野断層）． 
Table 1. Faulting events identified by trench survey and 14C dating results of each layer (Naruto-minami and Itano faults). 
 
第 2表．トレンチ調査によるイベント層準の認定と地層の 14C年代データ（板野・神田・父尾断層）． 
Table 2. Faulting events identified by trench survey and 14C dating results of each layer (Itano, Zunden and Chichio faults). 
 
第 3表．トレンチ調査によるイベント層準の認定と地層の 14C年代データ（三野断層）． 
Table 3. Faulting events identified by trench survey and 14C dating results of each layer (Mino fault). 
 
第 4表．トレンチ調査によるイベント層準の認定と地層の 14C年代データ（池田断層）． 
Table 4. Faulting events identified by trench survey and 14C dating results of each layer (Ikeda fault). 
 
第 5表．トレンチ調査によるイベント層準の認定と地層の 14C年代データ（石鎚・畑野断層）． 
Table 5. Faulting events identified by trench survey and 14C dating results of each layer (Ishizuchi and Hatano faults). 
 
第 6表．トレンチ調査によるイベント層準の認定と地層の 14C年代データ（畑野断層）． 
Table 6. Faulting events identified by trench survey and 14C dating results of each layer (Hatano fault). 
 
第 7表．トレンチ調査によるイベント層準の認定と地層の 14C年代データ（岡村断層）． 
Table 7. Faulting events identified by trench survey and 14C dating results of each layer (Okamura fault). 
 
第 8表．トレンチ調査によるイベント層準の認定と地層の 14C年代データ（岡村断層）． 
Table 8. Faulting events identified by trench survey and 14C dating results of each layer (Okamura fault). 
 
第 9表．トレンチ調査によるイベント層準の認定と地層の 14C年代データ（岡村断層）． 
Table 9. Faulting events identified by trench survey and 14C dating results of each layer (Okamura fault). 
 
第 10表．トレンチ調査によるイベント層準の認定と地層の 14C年代データ（川上断層）． 
Table 10. Faulting events identified by trench survey and 14C dating results of each layer (Kawakami fault). 
 
第 11表．トレンチ調査によるイベント層準の認定と地層の 14C年代データ（重信断層）． 
Table 11. Faulting events identified by trench survey and 14C dating results of each layer (Shigenobu fault). 
 
第 12表．トレンチ調査によるイベント層準の認定と地層の 14C年代データ（伊予・本郡断層）． 
Table 12. Faulting events identified by trench survey and 14C dating results of each layer (Iyo and Hongun faults). 
 
 



イベントの 測定 δ13C値 較正年代（原著）  較正年代（Oxfcal）

原著 再検討結果 確実性 番号 種類 方法 yBP +- permil yBP +-  　　　　calAD

鳴門南断層 段関・大代 A DC11-2 腐植土 Beta 126586 AMS 4130 40 -25.3 4130 40 -2865 -2805 -2870 -2800 森野ほか(2001)

-2750 -2720 -2760 -2720 イベントの認定は撓曲による． イベントは傾斜不整合による

-2705 -2595 -2710 -2620  ものであり，確実性は低い．

DC11-1 腐植土 Beta 126585 AMS 4210 40 -27.1 4170 40 -2875 -2850 -2820 -2670 Ａ層は盛り土の可能性がある．

-2820 -2630  

DC11-4 腐植土 Beta 126587 AMS 4260 30 -26.2 4240 30 -2895 -2875 -2900 -2870 イベント４は地割れ，液状化

-2810 -2780 現象を伴い，確実性が高い．

水路 DC13-1 腐植土 Beta 126588 AMS 1860 40 -24.3 1870 40 100 220 80 220 DBor1-13

↑D-1 ↑D-1 不確実 B DBor1-13 植物片 Beta 128079 AMS 1600 40 -27.7 1560 40 440 560 430 540 ボーリングコア試料による．

C DC10-1 木片 Beta 126583 AMS 1690 40 -25 1690 40 340 415 260 280 Ｂ・Ｃ層とＤ層には年代の ＜再検討結果＞

320 420 ギャップがある． イベント１

D-2 D-2 不確実 DC10-9 木片 Beta 126584 AMS 1920 50 -26 1900 50 70 160 50 140 260～420calAD以降

D DC9-1 木片 Beta 126582 AMS 3050 70 -28.5 2990 70 -1305 -1110 -1320 -1120 イベント２

DC8-1 木片 Beta 126581 AMS 3100 40 -29.8 3020 40 -1305 -1200 -1380 -1330 1010calBC～420calAD

-1320 -1210 イベント３

D-3 D-3 確実 DCWood1-2 木片 Beta 126589 AMS 3140 60 -28.4 3090 60 -1415 -1275 -1430 -1290 1010calBC～420calAD

E DC6-5 炭化物 Beta 126580 AMS 2920 40 -31.5 2820 40 -1005 -910 -1010 -900 イベント４

F DC6-1 植物片 Beta 126578 AMS 3110 40 -29.8 3030 40 -1315 -1215 -1380 -1330 1440～1370calBC

-1320 -1250 （Ｇ層堆積中）

-1240 -1210

DC6-2 木片 Beta 126579 AMS 3220 110 -28.4 3170 110 -1525 -1305 -1530 -1290

D-4 D-4 確実 G DC5-1 木片 Beta 126577 AMS 3190 40 -28.5 3130 40 -1425 -1385 -1440 -1370 DC1-1

H DC4-2 木片 Beta 126576 AMS 3170 40 -27.2 3130 40 -1425 -1385 -1440 -1370 同一層準のコア試料の年代値と

I DC1-1 腐植土 Beta 126575 AMS 3980 50 -26.4 3960 50 -2490 -2440 -2570 -2520 比較して，古い年代を示す．

-2500 -2400  

板野断層 川端Ａ ↑IA-1 ↑IA-1 確実 耕作土 森野ほか(2001)

Ⅰ CK-16-2 炭化物 Beta 120849 AMS 870 50 -26 850 50 1170 1250 1150 1260

CK-16-1 炭化物 Beta 120848 AMS 1000 50 -24.8 1000 50 1000 1040 980 1050 イベントの認定は液状化（礫層 ＜再検討結果＞

1090 1120 の吹き上げ）による． イベント１

Ⅱ 1150～1260calAD以降

Ⅲ CK-11-1 炭化物 Beta 119996 AMS 860 50 -25.3 860 50 1165 1245 1150 1260 Ⅰおよび Ⅱ層とⅢ層は同一層

CK-11-2 炭化物 Beta 119997 AMS 1280 60 -27.7 1240 60 695 880 690 880 準の可能性がある． 遺構面より上位の地層は，１回の

CK-12-1 炭化物 Beta 119998 AMS 1940 100 -26.4 1920 100 -5 225 -40 220 遺構面（８～９世紀）はⅣ層 イベント（液状化現象）を示す．

遺構面 CK-22 炭化物 Beta 122129 AMS 1360 50 -26.6 1340 50 655 705 650 720 ないしⅤ層の上面にある．

740 770 Ⅰ・Ⅱ層は土石流堆積物で

土器中 CK-20 腐植土 Beta 120884 AMS 1600 50 -27.7 1560 50 435 575 430 550 あり， 遺物を包含する．

Ⅳ CK-8 腐植土 Beta 119993 AMS 8360 70 -28.1 8310 70 -7450 -7270 -7480 -7310 液状化に伴う粘土脈は遺構

CK-9-1 腐植土 Beta 119994 AMS 9490 90 -25.6 9480 90 -8845 -8825 -9120 -8990 面およびⅠ～Ⅲ層を貫く．

-8630 8420 -8840 -8680 CK-20は土器中の腐植土．

CK-9-2 腐植土 Beta 119995 AMS 10250 80 -25.9 10240 80 -10400 -10250

-10200 -9700

Ⅴａ

Ⅴｂ CK-3 腐植土 Beta 119991 AMS 10950 120 -26.8 10920 120 -11190 10920

CK-5 腐植土 Beta 119992 AMS 11200 100 -26.5 11180 100 -11400 -11300

-11260 -11050

Ⅵ

Ⅶ CK-21 木片 Beta 122128 AMS >49970

川端Ｂ予察 ↑KY-1 ↑KY-1 確実 耕作土 森野ほか(2001)

1 CKH11-6 腐植土 Beta 131890 AMS 1900 40 -26.1 1880 40 80 155 70 180

190 220 １層と２層は断層の北側と ＜再検討結果＞

2 CKH11-3 腐植土 Beta 131888 AMS 1320 50 -24.1 1340 50 655 700 650 720 南側に分布しており，同一 イベント１

740 770 層準と考えられる． 420～540calAD以降

CKH11-4 腐植土 Beta 131889 AMS 1550 40 -23 1590 40 420 535 420 540

CKH11-15 腐植土 Beta 131895 AMS 2200 40 -26.4 2180 40 -355 -290 -360 -280 本トレンチには３層は分布 180calBC～540calAD

KY-2 KY-2 確実 -230 -180 -260 -170 していない．

4 CKH11-9 腐植土 Beta 131891 AMS 2130 40 -26.4 2110 40 -185 -60 -180 -50

CKH11-11 腐植土 Beta 131892 AMS 2190 50 -25.3 2190 50 -365 -180 -360 -270 ４層には多数の剪断面が

-260 -170 形成されており，複数回

CKH11-12 腐植土 Beta 131893 AMS 2200 40 -24.6 2200 40 -365 -190 -360 -270 のイベントが推定される．

-260 -200

CKH11-13 腐植土 Beta 131894 AMS 2700 30 -25.2 2700 30 -845 -820 -900 -875 CKH11-3は耕作土の可能性

-845 -810 がある。

文献ラボ番号 コメント備考断層名 地点 地層名
補正14-C 年代　イベント層準 試料 14-C 年代
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イベントの 測定 δ13c 較正年代（原著）  較正年代（Oxfcal）

原著 再検討結果 確実性 番号 種類 方法 yBP +- permil yBP +-  　　　　calAD   calAD( 1-sigma)

板野断層 川端Ｂ ↑K-1 ↑K-1 確実 耕作土 森野ほか(2001)

1 CIG-6 植物片 Beta 135490 AMS 1600 30 -29.3 1530 30 530 570 530 600

CIG-8 木片 Beta 135492 AMS 1640 30 -28.1 1590 30 425 530 420 470 腐植土の試料で年代値の逆転 ＜再検討結果＞

480 540 が多い． イベント１

CIG-2 炭化物 Beta 133710 AMS 1680 50 -25.4 1670 50 340 425 320 430 530～600calAD以降

CIG-7 植物片 Beta 135491 AMS 1740 40 -28.5 1680 40 340 415 330 420 イベント層準は確実性が高い イベント２

CIG-5 炭化物 Beta 133830 AMS 2240 60 -27.2 2210 60 -375 -185 -380 -200 が，地層の年代値が不確実． 410～600calAD

CIG-12 腐植土 Beta 133831 AMS 3050 50 -24.7 3060 50 -1400 -1270 -1400 -1260 イベント３

2 CIG-13 腐植土 Beta 133712 AMS 2660 50 -25.1 2660 50 -835 -800 -900 -870 180calBC～540calAD

-840 -790 CIG-9は耕作により混入？

3 CIG-9 植物片 Beta 135493 AMS 230 40 -27.4 190 40 1660 1680 1660 1690

1740 1805 1730 1810 CIG-15，17は断層帯中の

1930 1950 試料であり，地層を区分で

CIG-30 腐植土 Beta 133718 AMS 2500 50 -23.3 2530 50 -790 -755 -800 -750 きない．

-680 -550 -690 -540

K-2 K-2 確実 CIG-10 腐植土 Beta 133711 AMS 2980 50 -26 2960 50 -1270 -1105 -1270 -1110

4a CIG-18 腐植土 Beta 133832 AMS 2390 60 -24.8 2390 60 -525 -395 -760 -700

-540 -390

4b CIG-19 腐植土 Beta 133713 AMS 1960 40 -25.5 1950 40 20 85 0 90

CIH-2 腐植土 Beta 135487 AMS 2200 30 -25.8 2180 30 -350 -300 -360 -290

-220 -185 -240 -170

CIG-27 腐植土 Beta 133716 AMS 2490 80 -23.8 2510 80 -795 -500 -800 -520

-465 -425

4c CIG-24 植物片 Beta 133715 AMS 1660 50 -28.5 1600 50 410 535 410 540

CIG-23 植物片 Beta 133714 AMS 1790 70 -28.2 1740 70 230 400 230 410

K-3 K-3 確実 CIH-10 腐植土 Beta 135488 AMS 2940 40 -23.9 2960 40 -1260 -1115 -1260 -1110

4d CIH-12 炭化物 Beta 133723 AMS 2110 60 -27 2080 60 -180 -30 -180 0

CIG-33 腐植土 Beta 133834 AMS 2500 50 -21.7 2550 50 -795 -765 -800 -750

-615 -590 -650 -540

4e CIG-34 腐植土 Beta 133835 AMS 2980 70 -24.8 2980 70 -1305 -1105 -1320 -1110

4 CIG-17 植物片 Beta 135495 AMS 1690 40 -26.8 1660 40 365 425 340 430

断層帯 CIG-15 木片 Beta 135494 AMS 2270 30 -27.1 2230 30 -375 -350 -320 -230

-310 -210

5 CIG-29 炭化物 Beta 133717 AMS 1700 50 -25.9 1690 50 265 290 260 280

325 415 320 420

CIG-26 木片 Beta 133833 AMS 2290 60 -28.2 2240 60 -385 -200 -390 -340

-320 -200

神田断層 熊谷寺東南 ↑Z-1 ↑Z-1 確実 1-1 Tsutsumi and Okada(1996)

1-2 CIE-1 炭化物 Tl β線 1300 80 630 890 650 810 原著の補正年代および較正 ＜再検討結果＞

1-2? CIE-4 腐植土 Tl β線 710 80 1220 1400 1240 1330 年代の誤差は2σ． イベント１

1350 1390 中世以降

1-3 Ｖ字状落ち込み（1-2層）に その他のイベント

1-4 中世の土器片． 7000calBC以降に数回．

↑Z-2 ↑Z-2 確実 1-5 CIE-3 腐植土 Tl β線 6450 200 -5190 -5580 -5620 -5210

1-6 CIE-4は層準が明らかでない．

Z-3 Z-3 確実 1-7

Z-4 Z-4 不確実 1-8

1-9 CIE-5 腐植土 Tl β線 7630 290 -6140 -6750 -7000 -6100

断層帯 CIE-2 腐植土 Tl β線 7220 260 -5750 6350 -6400 -5800

父尾断層 上喜来 ↑K-1 ↑K-1 確実 岡田・堤（1997） ＜再検討結果＞

Ⅰ Ｖ字状落ち込みに16世紀の イベント１

K-2 K-2 確実 Ⅱ 仏具を作った鋳型の破片． 16世紀以降

K-3 Ⅲ 炭化物 HR 583 β線 2410 140 (-25) 2410 140 -850 -120 -770 -390 Ⅳ層中に弥生時代の土器片． イベント２

Ⅳ 炭化物 HR 582 β線 2250 130 (-25) 2250 130 -440 -80 -420 -90  420calBC以降

補正14-C 年代
断層名 地点

　イベント層準
地層名

Ｖ字状落ち込み

コメント文献 備考
試料

ラボ番号
14-C 年代
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イベントの 測定 δ13c 較正年代（原著）  較正年代（Oxfcal）

原著 再検討結果 確実性 番号 種類 方法 yBP +- permil yBP +-  　　　　calAD   calAD( 1-sigma)

三野断層 池ノ浦 ↑I-1 ↑I-1 確実 １ 森野ほか(2002)

２ IKE-6 炭化物 Beta 140539 AMS 330 50 -28.7 270 50 1525 1560 1520 1600 １～４層は断層より北側の ＜再検討結果＞

1630 1660 1620 1670 溝状凹地の堆積物．Ａ～Ｃ イベント１

IKW-11 炭化物 Beta 140536 AMS 460 40 -27.1 420 40 1435 1480 1430 1500 層は断層より南側の地層． 1520～1670calAD以降

IKW-12 炭化物 Beta 140537 AMS 3510 40 -26.4 3490 40 -1885 -1745 -1880 -1740 イベント２

３ IKW-19 炭化物 Beta 140816 AMS 3290 40 -25.6 3280 40 -1610 -1510 -1620 -1510 2890～1510calBC

I-2 I-2 確実 IKW-18 炭化物 Beta 140815 AMS 3440 40 -26.8 3410 40 -1745 -1670 -1770 -1630

４ IKW-17 炭化物 Beta 140814 AMS 4210 40 -25.8 4190 40 -2880 -2855 -2890 -2850

-2810 -2690 -2820 -2690

IKW-16 炭化物 Beta 140813 AMS 4490 40 -25.4 4490 40 -3340 -3095 -3340 -3210

-3190 -3150

-3140 -3090

I-1 I-1 確実 Ａ

Ｂ IKW-6 炭化物 Beta 140535 AMS 370 40 -25.5 370 40 1455 1520 1450 1530

1575 1625 1580 1630

IKW-5 炭化物 Beta 140534 AMS 750 40 -25.8 730 40 1265 1290 1250 1300

Ｃ IKS-2 炭化物 Beta 140817 AMS 14340 50 -27.7 14300 50 -15440 -14930

上野 １ 森野ほか(2002)

２

３ U-6 炭化物 Beta 137965 AMS 170 40 -24.1 190 40 1660 1680 1660 1690 １～６層は上部層． Ａ～Ｈ ＜再検討結果＞

1740 1805 1730 1810 層は断層より南側の下部層． イベント１

1930 1950 Ⅴ層は断層より北側の下部層． 1295～1810calAD

CUE-5 炭化物 Beta 140550 AMS 920 40 -26.5 900 40 1040 1195 1040 1100  イベント２

U-1 U-1 確実 1110 1190 3500～3350calBC以降

４ CUE-3 炭化物 Beta 140548 AMS 870 40 -26.2 850 40 1170 1235 1160 1255 ４層の年代値は６層からの

CUE-1 炭化物 Beta 140547 AMS 1000 30 -26.2 980 30 1015 1040 1000 1050 再堆積と考えられる．

1090 1120

1140 1160

CUE-4 炭化物 Beta 140549 AMS 1110 40 -27.4 1070 40 965 1005 900 920

960 1020

５

６ CUW-1 木片 Beta 140542 AMS 680 30 -27.2 640 30 1295 1315 1295 1320

1350 1390 1350 1390

↑U-2 ↑U-2 確実 CUW-2 炭化物 Beta 140543 AMS 940 40 -26.5 920 40 1035 1175 1030 1170

Ａ CUW-4 炭化物 Beta 140545 AMS 4630 40 -25.2 4630 40 -3500 -3445 -3500 -3430

-3380 -3360 -3380 -3350

CUW-5 炭化物 Beta 140546 AMS 5440 50 -26.9 5410 50 -4330 -4230 -4340 -4220

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ CUE-7 木片 Beta 140810 AMS 8160 40 -27.6 8120 40 -7100 -7065 -7180 -7150

-7140 -7050

Ｆ U-3 植物片 Beta 137962 AMS 8140 40 -27.8 8100 40 -7080 -7055 -7140 -7050

U-2 植物片 Beta 137961 AMS 8120 40 -30.2 8040 40 -7065 -7040 -7080 -7030

-6880 -6830

CUS-8 木片 Beta 140821 AMS 8200 40 -29.7 8120 40 -7100 -7065 -7180 -7150

-7140 -7050

Ｇ CUS-7 木片 Beta 140820 AMS 8120 40 -30.4 8040 40 -7065 -7040 -7080 -7030

-6880 -6830

(G) U-4 木片 Beta 137963 AMS 7370 40 -25.5 7360 40 -6235 6205 -6250 -6160

-6140 -6090

Ｈ CUS-5 植物片 Beta 140819 AMS 8170 50 -28.1 8120 50 -7145 -7060 -7180 -7050

CUS-3 植物片 Beta 140818 AMS 8220 40 -27.3 8180 40 -7275 -7230 -7300 -7220

-7195 -7080 -7190 -7080

Ⅴ U-1 木片 Beta 137960 AMS 8200 50 -26.7 8180 50 -7290 -7080 -7300 -7220

-7190 -7070

断層名 地点
　イベント層準

地層名
試料

ラボ番号
14-C 年代 補正14-C 年代

コメント文献 備考
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イベントの 測定 δ13C値  較正年代（原著）較正年代（Oxfcal）

原著 再検討結果 確実性 番号 種類 方法 yBP +- permil yBP +-           calAD

池田断層 平山 Ａ 愛媛県（2000） イベント２（原著）

Ｂ HYT-C1 木片 Beta 138225 AMS 160 40 -22.9 190 40 1645 1700 1660 1690 Ｃ・Ｄ層は流動化しているので

1720 1820 1730 1810 原著の較正年代の誤差は 断層を覆う地層とはいえない．　

1835 1880 ２σ． したがって，イベント２は認定

1915 1950 Ｃ・Ｄ層は流動化． できない．

HR-1 HR-1 確実 HYT-C9 腐植土 Beta 138228 AMS 1420 50 -24.4 1430 50 545 675 595 665 ＜原著＞ イベント３（原著）

Ｃ HYT-C2 木片 Beta 138226 AMS 630 50 -26.1 610 50 1285 1420 1300 1335 イベント１ 断層はＧ層を切り，Ｅ層に覆わ

1340 1375 610±50～190±40yBP れるとしているが，Ｅ層の層厚　

HR-2 Ｄ HYT-C12 炭化物 Beta 139095 β線 1230 70 -27.1 1200 70 670 995 760 900 イベント２ が薄く，地層と断層との切断・

Ｅ HYT-C7 腐植土 Beta 138227 β線 1130 70 -25.8 1120 70 765 1025 860 1000 1120±70yBP前後 被覆関係は明瞭でない．　

HR-3 HR-2 不確実 Ｆ イベント３ ＜再検討結果＞

Ｇ 2930±120～1120±70yBP イベント１：1300～1810calAD

Ｈ HYT-C13 腐植土 Beta 139096 β線 2920 120 -24.9 2930 120 -1430 -825 -1300 -970 イベント２：1300calBC

Ｉ 　　　　　　　　～1000calAD

中之庄 Gs-Ⅰ 後藤ほか（2001）

NK-1 NK-1 確実 Gs-Ⅱ ジオスライサー調査

Gs-Ⅲ MGs-1 木片 NUTA 2-378 AMS -25.8 800 30 1221 1266 1220 1264 年代試料は中世に使用された

Gs-Ⅳ 盆の底盤．

Gs-Ⅴ

Gs-Ⅵ

上石床 Ａ KMT-C15 炭化物 Beta 138244 AMS 現代 -11.7 30 50 1690 1730 1690 1730 愛媛県(2000)

1810 1925 1810 1840 中之庄地点より15ｍ西． 原著では，Ｂ・Ｃ層とＤ層は２

1870 1920 原著の較正年代の誤差は 重の落ち込み構造を形成し，２

1940 1950 ２σ． 回のイベントを推定しているが， 

KMT-C8 腐植土 Beta 138239 AMS 2560 60 -23 2590 60 -835 -750 -830 -750 スケッチではイベント２は認定

-695 -540 -640 -590 できない． 

KM-1 KM-1 確実 KMT-C1 腐植土 Beta 138235 β線 3070 90 -20.4 3140 90 -1610 -1190 -1520 -1310

Ｂ KMT-C10 腐植土 Beta 138241 β線 2950 90 -22.9 2980 90 -1425 -930 -1320 -1050 ＜原著＞ ＜再検討結果＞

KMT-C2 腐植土 Beta 138236 β線 4680 130 -20.1 4760 140 -3900 -3890 -3670 -3360 イベント１ イベント１

-3800 -3275 560±70～30±50yBP 1300calAD以降

-3240 -3110 (1450～1690calAD)

Ｃ KMT-C9 腐植土 Beta 138240 β線 530 70 -23.7 560 70 1290 1450 1300 1370 イベント２

1380 1430 1510±40～1290±90yBP

KMT-C4 腐植土 Beta 138237 β線 800 60 -24.4 810 60 1050 1095 1160 1280 (AD600年前後）

1140 1290

KM-2 KMT-C12 腐植土 Beta 138242 β線 1280 90 -24.3 1290 90 610 965 650 830

Ｄ

Ｅ

Ｆ KMT-C14 木片 Beta 138243 AMS 1550 40 -27.1 1510 40 440 635 530 620

KMT-C5 腐植土 Beta 138238 β線 1730 70 -26.4 1700 70 155 530 250 430

Ｇ

Ｈ

Ⅰ

Ⅱ

文献ラボ番号 コメント備考断層名 地点 地層名
補正14-C 年代イベント層準 試料 14-C 年代
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イベントの 測定 δ13値  較正年代（原著）較正年代（Oxfcal）

原著 再検討結果 確実性 番号 種類 方法 yBP +- permil yBP +-           calAD    calAD(1-sigma)

石鎚断層 本郷 Ａ HGT-C18 腐植土 Beta 139094 β線 1130 70 -23.3 1150 70 700 1015 780 980 愛媛県（2000）

HG-1 HG-1 確実 Ｂ 原著の較正年代の誤差は イベント２

Ｃ ２σ． 原著では，Ｉ層は南側に傾斜し

Ｄ HGT-C2 腐植土 Beta 138230 β線 520 60 -24.9 520 60 1305 1460 1320 1350 HGT-C16は断層帯中の年 ており，これをＦ層が水平に覆

1390 1450 代試料． う（傾斜不整合）としているが，

HGT-C1 腐植土 Beta 138229 AMS 1130 50 -23.1 1160 50 765 995 780 900 スケッチでは，Ｉ層の構造が明

910 960 ＜原著＞ 瞭でない．

Ｅ HGT-C12 木片 Beta 138232 β線 370 60 -21.8 420 60 1410 1635 1420 1520 イベント１ イベント３

1590 1630 420±60yBP以降 Ｋ層とＩ ・ Ｊ層は明瞭な傾斜

HGT-C17 腐植土 Beta 139093 β線 1770 80 -23.6 1790 80 60 420 130 340 (1410calAD以降） 不整合をなす．

Ｆ HGT-C6 腐植土 Beta 138231 β線 1220 70 -25.2 1220 70 665 980 710 750 イベント２

760 900 5190±70～1220±70yBP ＜再検討結果＞

HG-2 HG-2 不確実 Ｇ イベント３ イベント１

Ｈ 6690±70～5190±70yBP 1420calAD以降

Ｉ HGT-C15 腐植土 Beta 138234 β線 5260 70 -29.1 5190 70 -4220 -3915 -4050 -3940 イベント２

-3880 -3800 4050calBC～900calAD

HG-3 HG-3 確実 Ｊ イベント３

Ｋ HGT-C13 腐植土 Beta 138233 β線 6720 70 -26.3 6690 70 -5715 -5490 -5670 -5530 5670～3940calBC

Ｌ

Ｍ

Ｎ HGT-C16 腐植土 Beta 139092 β線 1960 70 -23.9 1970 70 -155 215

畑野断層 上野田 Ａ 愛媛県（2000）

↑KNT-1 ↑KNT-1 確実 Ｂ

Ｃ KNT-C11 炭化物 Beta 137501 AMS 1880 50 -27.5 1840 50 65 265 120 240 原著の較正年代の誤差は イベント１，２

290 325 ２σ． イベント１と２は２重のＶ字状

KNT-C5 腐植土 Beta 137495 AMS 1980 60 -20.4 2060 60 -200 65 -170 10 落ち込み構造をなす． 

KNT-C16 腐植土 Beta 137505 AMS 2030 60 -20.6 2100 60 -325 -290 -200 -40 ＜原著＞

-230 30 イベント１

KNT-C4 炭化物 Beta 137494 AMS 2380 40 -26.8 2350 40 -500 -465 -520 -380 1840±50yBP以降

-425 -375 (325calAD以降）

KNT-C6 腐植土 Beta 137496 AMS 2430 60 -19.8 2510 60 -805 -410 -790 -750 イベント２

-720 -520 2170±80～1840±50yBP

KNT-2 KNT-2 不確実 Ｄ イベント３ ＜再検討結果＞

Ｅ KNT-C3 炭化物 Beta 137493 β線 2220 80 -28.2 2170 80 -395 -5 -360 -270 2550±40yBP以前 イベント１

-260 -110 120calAD以降

KNT-C8 炭化物 Beta 137498 AMS 2240 60 -26.3 2220 60 -395 -115 -380 -340 イベント２

-330 -200 360calBC～240calAD

KNT-C12 炭化物 Beta 137502 AMS 2350 60 -27.1 2320 60 -515 -350 -430 -350 イベント３

-310 -210 -300 -230 110calBC以前

KNT-C15 炭化物 Beta 137504 AMS 2390 60 -26 2370 60 -760 -635 -760 -700

-560 -370 -540 -380

KNT-C9 炭化物 Beta 137499 AMS 2470 60 -26.8 2440 60 -785 -390 -760 -680

-550 -400

KNT-C14 炭化物 Beta 137503 AMS 2480 60 -27 2450 60 -790 -395 -760 -680

-550 -400

KNT-C10 炭化物 Beta 137500 AMS 2550 60 -26.7 2520 60 -810 -410 -800 -750

-710 -520

KNT-C7 炭化物 Beta 137497 AMS 2590 40 -27.7 2550 40 -805 -750 -800 -750

KNT-3 KNT-3 確実 -695 -540 -640 -590

Ｆ

市木 ICT-1 ICT-1 不確実 Ａ 愛媛県（2000）

Ｂ 腐植質シルト層の噴泥． 噴泥現象であり，確実性は低い．

Ｃ ICT-C5 腐植土 Beta 137515 β線 950 70 -25.7 940 70 980 1250 1020 1170

ICT-C2 腐植土 Beta 137512 β線 1080 70 -25.4 1070 70 795 1050 890 1030 ＜原著＞ ＜再検討結果＞

1095 1140 イベント１ イベント１

ICT-C3 腐植土 Beta 137513 β線 1280 60 -25.2 1280 60 650 885 660 780 940±70yBP以降 1020calAD以降

ICT-C6 腐植土 Beta 137516 β線 1450 70 -25.2 1440 70 445 690 540 670 (980calAD以降）

ICT-C1 腐植土 Beta 137511 β線 1500 70 -25.6 1490 60 430 660 530 650 長谷川ほか（1999）による畑

Ｄ 野断層の最新活動時期（770

Ｅ ～625yBP )と一致するとして

Ｆ ICT-C4 腐植土 Beta 137514 β線 1530 60 -22.4 1570 60 385 625 420 560 いる． 

Ｇ

Ｈ

Ｉ

断層名 地点
イベント層準

地層名
試料

ラボ番号
14-C 年代 補正14-C 年代

文献 備考 コメント
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イベントの 測定 δ13値  較正年代（原著）較正年代（Oxfcal）

原著 再検討結果 確実性 番号 種類 方法 yBP +- permil yBP +-           calAD     calAD(1-sigma)

畑野断層 東予変電所 1ａ 長谷川ほか（1999）

Ｃ THC-1 THC-1 不確実 1ｂ ＢⅡ-10 腐植土 Tl 11935 625 80 (-25) 625 80 1290 1400 イベント１

2 ＜原著＞ 断層は３層までを明瞭に切断し

3 イベント１ ているが，１層および２層の地

4 ＢⅡ-S-1 木片 Tl 11936 785 130 (-25) 785 130 1040 1090 785±130～625±80yBP 層と断層の切断・被覆関係は明

1150 1310 イベント２ 瞭でない．

5 3750±100～1055±80yBP １層の年代値は１試料だけであ

THC-2 6 ＢⅡ-S-2 木片 Tl 11937 1055 80 (-25) 1055 80 880 1040 り，確実性は低い． 

THC-2 確実 7 ＜再検討結果＞ イベント２

8 ＢⅡ-S-3B 木片 Tl 11938 3750 100 (-25) 3750 100 -2310 -2020 イベント１ 原著によると，７層は低断層崖

9 1040～1400calAD 裾部の崩積土で，イベント堆積

10 ＢⅡ-5 腐植土 Tl 11939 19170 630 (-25) 19170 630 -21600 -20000 イベント２ 物である．イベント２で７層が

ＢⅡ-4 腐植土 Tl 11940 15570 230 (-25) 15570 230 -17050 -16250 2310calBC～1040calAD 崩落し，堆積したとすると，イ

ＢⅡ-3 木片 Tl 11941 19520 390 (-25) 19520 390 -21800 -20600 ベント層準は８層堆積後，７層

ＢⅡ-2 腐植土 Tl 11942 20700 900 (-25) 20700 900 堆積前である．

ＢⅡ-1 腐植土 Tl 11943 23900 1400 (-25) 23900 1400

東予変電所 1 長谷川ほか（1999）

Ｆ 2 ＤⅡ-1A 腐植土 GaK 9370 1020 110 (-25) 1020 110 890 1160 ＜原著＞ ２層も変形しているようにみえ 

ＤⅡ-1B 炭化物 GaK 9371 3980 130 (-25) 3980 130 -2700 -2200 イベント１ る．３層と４層は傾斜不整合．

THF-1 THF-1 不確実 3 4500±130～3980±130yBP ＜再検討結果＞

4 ＤⅡ-2 木片 GaK 9372 4500 130 (-25) 4500 130 -3370 -3010 イベント１

5 ＤⅡ-3 木片 GaK 9373 7640 170 (-25) 7640 170 -6650 -6330 3370calBC～1160calAD

東予変電所 1 長谷川ほか（1999）

Ｇ 2 F-1 腐植土 GaK 9376 1960 110 (-25) 1960 110 -100 140 ＜原著＞ ３・４層の年代値が得られてい

THG-1 THG-1 確実 F-2 木片 GaK 9377 3260 100 (-25) 3260 100 -1640 -1430 3260±100yBP以前 ないので，140calAD以前としか

3 いえない．

4

東予変電所 1-a 長谷川ほか（1999）

SK-2 1-b SK-2-C7 木片 Tl 570 70 (-25) 570 70 1300 1370 原著では，イベント時期を770±

1380 1430 ＜原著＞ 75～590±80yBPとしているが， 

SK-2-1 SK-2-1 確実 SK-2-C6 木片 Tl 590 80 (-25) 590 80 1300 1420 イベント１ 年代値が逆転しており， 420±

2 SK-2-C5 腐植土 Tl 470 80 (-25) 470 80 1390 1500 770±75～590±80yBP 75yBP以降とした． 

SK-2-C4 木片 Tl 770 75 (-25) 770 75 1180 1300

3 ＜再検討結果＞

4 SK-2-C3 木片 Tl 1050 80 (-25) 1050 80 890 1040 イベント１

5 SK-2-C2 木片 Tl 420 75 (-25) 420 75 1420 1530 1420calAD以降

1580 1630

6 SK-2-C1 木片 Tl 2810 90 (-25) 2810 90 -1070 -830

断層名 地点
イベント層準

地層名
試料

ラボ番号
14-C 年代 補正14-C 年代

文献 備考 コメント�
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イベントの 測定 δ13値  較正年代（原著）較正年代（Oxfcal）

原著 再検討結果 確実性 番号 種類 方法 yBP +- permil yBP +-           calAD    calAD( 1-sigma)

岡村断層 岸ノ下 Gs-Ⅰ 後藤ほか（2001）

KS-1 KS-1 Gs-Ⅱ ジオスライサー調査

Gs-Ⅲ

Gs-Ⅳ OK-FZN-11 木片 NUTA 5327 AMS -27.9 242 83 1517 1585 1510 1600

1623 1690 1620 1690

1731 1813 1730 1810

1924 1955

Gs-Ⅴ

Gs-Ⅵ

Gs-Ⅶ OK-FZN-3 木片 NUTA 5319 AMS -31.5 509 85 1310 1354 1300 1360

1385 1479 1380 1480

Gs-Ⅷ OK-FZN-1 木片 NUTA 5317 AMS -28.9 3495 76 -1890 -1734 -1920 -1730

-1720 -1689

OK-FZN-2 木の実 NUTA 5318 AMS -27.3 3701 85 -2195 -2152 -2210 -1950

-2149 -1950

岸ノ下東 KE-1 KE-1 不確実 Ａ KET-C12 腐植土 Beta 125518 β線 800 50 -27.8 760 50 1205 1300 1220 1290 愛媛県（1999）

Ｂ KET-C6 木片 Beta 125514 β線 1150 60 -27.8 1100 60 800 1030 880 1020 原著の較正年代の誤差は イベント１

KET-C10 腐植土 Beta 125516 β線 1490 70 -25.3 1480 70 430 675 530 660 ２σ． 断層はＢ層を切断していないが，

KET-C11 腐植土 Beta 125517 β線 1740 80 -28.5 1690 80 160 555 240 430 ＢおよびＤ層は堆積構造が乱れ，  

KET-C16 腐植土 Beta 125519 β線 2570 70 -28.4 2520 70 -815 -405 -800 -750 ＢおよびＤ層は流動化． 流動化しており, イベントを推定．

-720 -520 イベント１の上限を決める年代は

Ｃ ＜原著＞ １試料のみ．

Ｄ KET-C5 腐植土 Beta 125513 AMS 1860 40 -27.4 1820 40 110 330 130 250 イベント１ イベント２

KE-2 KET-C9 腐植土 Beta 125515 β線 2090 60 -28.2 2040 60 -185 90 -120 30 1820±40～760±50yBP 原著では，断層はＥ層を切り，Ｄ

Ｅ イベント２ 層に覆われるとしているが，Ｄ層

Ｆ KET-C2 腐植土 Beta 125510 β線 8250 90 -29 8190 90 -7445 -7000 -7330 -7070 8190±90～2040±60yBP は流動化しているので，断層を覆

KE-3 KE-2 確実 KET-C31 腐植土 Beta 125524 AMS 8490 60 -22.4 8530 60 -7595 -7470 -7600 -7535 イベント３ う地層とはいえない． 

Ｇ KET-C1 腐植土 Beta 125509 β線 8650 70 -27.8 8600 70 -7870 -7815 -7730 -7570 8600±70～8530±60yBP 原著のイベント２は認定できない．

-7715 -7500 ＜再検討結果＞

Ｈ イベント１

Ｉ 880～1290calAD

Ｊ イベント２

Ｋ KET-C18 腐植土 Beta 125520 β線 11500 270 -24.2 11510 270 -11900 -11200 7730～7070calBC

Ｌ

岸ノ下西 Ａ 愛媛県（1999）

Ｂ KWT-C7 腐植土 Beta 125502 β線 710 60 -27.2 670 60 1260 1410 1280 1330 原著の較正年代の誤差は イベント１の上限を決める年代

1350 1390 ２σ は１試料のみ．

KWT-C12 腐植土 Beta 125506 β線 990 70 -26.4 960 70 975 1235 1010 1170 イベント３（原著）

KW-1 KW-1 確実 Ｃ KWT-C5 腐植土 Beta 125501 β線 1220 60 -26.3 1200 60 685 985 770 900 ＜原著＞ 原著では，Ｊ層に堆積構造の乱れ

Ｄ KWT-C19 腐植土 Beta 125508 AMS 1090 40 -24.5 1090 40 885 1020 895 925 イベント１ がみられ，Ｈ・Ｉ層がこれを覆う

940 1000 1090±40～960±70yBP としているが，堆積構造の乱れは

KWT-C4 腐植土 Beta 125500 β線 2390 60 -26.5 2360 60 -755 -685 -540 -370 (885～1235calAD) イベント１ないし２による可能性

-540 -360 イベント２ もあり, 不確実なイベントとした． 

-280 -250 4530±40～2230±80yBP

Ｅ イベント３ ＜再検討結果＞

Ｆ KWT-C10 腐植土 Beta 125505 β線 2700 80 -27.9 2650 80 -930 -760 -920 -760 4910±60yBP以前 イベント１

-670 -550 895～1390calAD

KW-2 KW-2 確実 Ｇ KWT-C3 腐植土 Beta 125499 β線 2280 80 -28.1 2230 80 -405 -50 -390 -200 イベント２

Ｈ KWT-C1 腐植土 Beta 125497 AMS 4570 40 -27.8 4530 40 -3360 -3085 -3360 -3310 3360～200calBC

-3240 -3170 イベント３

-3160 -3100 3360calBC以前

KWT-C2 腐植土 Beta 125498 β線 4980 60 -29.4 4910 60 -3795 -3630 -3760 -3640

KW-3 KW-3 不確実 Ｉ

Ｊ

Ｋ

断層名 地点
イベント層準

地層名
試料

ラボ番号
14-C 年代 補正14-C 年代

文献 備考 コメント�
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イベントの 測定 δ13値  較正年代（原著）較正年代（Oxfcal）

原著 再検討結果 確実性 番号 種類 方法 yBP +- permil yBP +-           calAD    calAD( 1-sigma)

岡村断層 飯岡Ⅰ I-I-1 I-I-1 確実 耕作土 岡田ほか（1998）

I-I-2 I-I-2 確実 UGS1 断層より南側の地層をUGS1 土器片によると，イベント１は

UGS2 ～4およびLGS1～3，北側を ４世紀以降．

I-I-3 I-I-3 確実 UGS3 UGN1～5およびLGN1，2に区

UGS4 木片 HR 398 β線 4360 210 (-25) 4360 210 -3400 -2650 分している． イベント層準は明瞭であるが， 

-200 -200 ３重のＶ字状落ち込み構造が 地層の年代値が得られていない．

LGS1 腐植土 HR 397 β線 9620 330 (-25) 9620 330 -9600 -8400 認められる（V1, V2, V3）.

-320 -320 V1中から４世紀以降の土器片

LGS2 を出土． ＜再検討結果＞

LGS3 腐植土 HR 399 β線 10050 450 (-25) 10050 450 -10700 -9100 イベント１

-420 -420 ４世紀以降

LGN1 腐植土 HR 400 β線 9260 1110 (-25) 9260 1110 -10200 -7100 イベント２，３

-980 -980 3400calBC以降

飯岡Ⅱ I-Ⅱ-1 I-Ⅱ-1 確実 1 岡田記（1988）

2 KSU 781 β線 1440 200 (-25) 1440 200 390 810 岡田ほか（1998）

3 Tl 13597 β線 1920 80 (-25) 1920 80 0 180 地層区分は評価者による． ＜再検討結果＞

KSU 789 β線 2030 50 (-25) 2030 50 -100 30 イベント１

KSU 791 β線 2050 55 (-25) 2050 55 -120 20 ２層に含まれる土器片の年代 AD450年以降

I-Ⅱ-2 I-Ⅱ-2 確実 4 HR 53 β線 2025 85 (-25) 2025 85 -120 70 はAD450～650． イベント２

5 KSU 788 β線 2900 55 (-25) 2900 55 -1210 -990 1210calBC～70calAD

I-Ⅱ-3 I-Ⅱ-3 確実 Tl 13594 β線 2940 80 (-25) 2940 80 -1260 -1010 KSU-785は断層帯中の年代試料． イベント３

6 Tl 13595 β線 3360 80 (-25) 3360 80 -1740 -1520 1740～990calBC

7

断層帯 KSU 785 β線 3870 85 (-25) 3870 85 -2470 -2270

-2260 -2200

8 HR 52 β線 7445 270 (-25) 7445 270 -6600 -6000

-260 -260

Tl 13599 β線 8570 290 (-25) 8570 290 -8200 -7300

HR 51 β線 9760 395 (-25) 9760 395 -10000 -8600

-375 -375

KSU 793 β線 9990 80 (-25) 9990 80 -9620 -9300

KSU 792 β線 10300 120 (-25) 10300 120 -10450 -9750

KSU 786 β線 11100 260 (-25) 11100 260 -11500 -10900

KSU 790 β線 11200 200 (-25) 11200 200 -11460 -11050

Tl 13598 β線 11530 450 (-25) 11530 450 -12200 -11000

KSU 787 β線 12000 80 (-25) 12000 80 -12210 -11860

KSU 787 β線 13100 120 (-25) 13100 120 -14150 -13450

KSU 783 β線 13200 380 (-25) 13200 380 -14600 -13300

KSU 784 β線 17800 370 (-25) 17800 370 -19800 -18600

9 Tl 13600 β線 29000 950 (-25) 29000 950

断層名 地点
イベント層準

地層名
試料

ラボ番号
14-C 年代 補正14-C 年代

文献 備考 コメント
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イベントの 測定 δ13値  較正年代（原著）較正年代（Oxfcal）

原著 再検討結果 確実性 番号 種類 方法 yBP +- permil yBP +-           calAD    calAD( 1-sigma)

岡村断層 飯岡Ⅲ I-Ⅲ-1 I-Ⅲ-1 確実 Tsutsumi et al.（1991）

2 堤ほか（1992） イベント１

3 岡田ほか（1998） 800calBC以降

4 原著の暦年較正はKlein et al. イベント２

5 B-E(2) 腐植土 HR 382 β線 2830 180 -1315 -800 -1220 -820 （1982）による． 原著では，B-E(4), (5)および

-170 G-E(3), (4)の年代値より，

B-E(1) 腐植土 HR 380 β線 2850 130 -1245 -835 -1220 -890 1405～925calBCとしているが，

C-E(2) 腐植土 HR 381 β線 2990 170 -1520 -900 -1410 -1000 年代が逆転しており，1260～

-160 100calBCとした．

6 A-E(2) 木片 HR 394 β線 2290 210 -750 -160 -800 -100

-200

A-E(1) 腐植土 HR 393 β線 2480 210 -810 -395 -850 -350

-200

A-W(1) 腐植土 HR 519 β線 2900 130 -1330 -885 -1270 -920

I-Ⅲ-2 I-Ⅲ-2 確実 G-E(4) 木片 HR 388 β線 2940 250 -1405 -870 -1450 -800

   （６層堆積中） -240

B-E(4) 腐植土 HR 395 β線 2990 170 -1520 -900 -1410 -1000

B-E(5) 腐植土 HR 396 β線 3040 210 -1560 -920 -1550 -1000

G-E(3) 腐植土 HR 387 β線 3050 180 -1565 -925 -1500 -1040

E-W(1) 木片 HR 391 β線 3220 460 -1915 -1100 -2100 -900

-440

A-W(2) 腐植土 HR 520 β線 3710 200 -2515 -1875 -2500 -1750

-190

7a G-E(2) 腐植土 HR 386 β線 2770 200 -1235 -785 -1260 -760

-190

F-W(1) 腐植土 HR 392 β線 3260 170 -1770 -1370 -1750 -1310

G-E(1) 腐植土 HR 385 β線 3310 310 -1945 -1355 -2050 -1100

-300

B-E(3) 腐植土 HR 383 β線 3330 180 -1885 -1415 -1830 -1410

7b

8a D-E(1) 腐植土 HR 389 β線 11770 520 -12400 -11100

-490

8b C-E(1) 腐植土 HR 384 β線 14690 430 -16200 -15000

-410

9 F-E(1) 腐植土 HR 390 β線 4000 520 -3350 -1870 -3400 -1700

-490

飯岡Ⅴ Ⅲｃ 山崎ほか（1992） ＜再検討結果＞

岡田ほか（1998） イベント１

I-Ⅴ-1 I-Ⅴ-1 確実 Ⅲｃ層より須恵器片（７世紀 原著では土器片より，イベント

Ⅲｂ GS-17 腐植土 Tl 15520 β線 1720 190 (-25) 1720 190 120 540 以降）を出土． 時期を４～７世紀としているが， 

GS-18 腐植土 Tl 15521 β線 2140 100 (-25) 2140 100 -360 -280 Ⅲｂ層より縄文後期，弥生 土器片は再堆積している可能性

I-Ⅴ-2 I-Ⅴ-2 確実 -260 -40 時代および古墳時代（４世 があり，年代の上限を決めるデ

Ⅲa or GS-09 木片 Tl 15518 β線 2030 80 (-25) 2030 80 -120 60 紀）の土器片を出土． ータとはならない．しかし，下

Ⅲｂ Ⅲａ層には縄文後期前半の 限を決めるデータにはなるので，

I-Ⅴ-3 I-Ⅴ-3 確実 Ⅲａ GS-16 腐植土 Tl 15519 β線 2920 90 (-25) 2920 90 -1260 -990 土器片が含まれる． イベント１の時期は４世紀以降

Ⅱ GS-01 腐植土 Tl 15511 β線 11430 150 (-25) 11430 150 -11600 -11200 とした．

GS-02 腐植土 Tl 15512 β線 11460 150 (-25) 11460 150 -11600 -11200 ＜原著＞ イベント２

GS-05 腐植土 Tl 15515 β線 15190 270 (-25) 15190 270 -16650 -15750 イベント１ 1260calBC～540calAD

GS-03 腐植土 Tl 15513 β線 15240 670 (-25) 15240 670 -17100 -15400 土器片より， ４～７世紀 イベント３

GS-04 腐植土 Tl 15514 β線 15350 270 (-25) 15350 270 -16850 -15950 1260calBC以前

GS-07 木片 Tl 15517 β線 15850 280 (-25) 15850 280 -17450 -16500

GS-06 木片 Tl 15516 β線 16090 280 (-25) 16090 280 -17700 -16800

Ⅰ GS-19 木片 Tl 15537 β線 >40000

補正14-C 年代
断層名 地点

イベント層準
地層名

1（耕作土）

コメント文献 備考
試料

ラボ番号
14-C 年代
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イベントの 測定 δ13C値 較正年代（原著） 較正年代（Oxfcal）

原著 再検討結果 確実性 番号 種類 方法 yBP +- permil yBP +-           calAD   calAD(1-sigma)

川上断層 氷見１ Ⅰ 堤ほか（2000)

H-1 H-1 確実 Ⅱ Ⅰ層に江戸時代の陶器片

Ⅲ HW-125 炭化物 Beta 103758 AMS 1170 50 -25.7 1160 50 775 995 780 900 原著の較正年代の誤差は２σ.

910 960

HW-126 炭化物 Beta 135759 AMS 1350 60 -26.9 1320 60 635 865 650 730

740 780

Ⅱ～Ⅲ HE-121 炭化物 Beta 103757 AMS 1300 60 -27.7 1260 60 660 895 680 830

H-2 H-2 確実 Ⅳ

Ⅴ HW-108 炭化物 Beta 103755 AMS 1950 50 -29 1890 50 25 245 60 180

190 220

H-3 H-3 確実 Ⅵ

Ⅶ HW-105 腐植土 HR 647 β線 4040 170 (-25) 4040 170 -2880 -2280 -2900 -2350

Ⅷ

Ⅸ HW-111 腐植土 HR 649 β線 4410 180 (-25) 4410 180 -3370 -2710 -3360 -2880

Ⅹ

ⅩⅠ HW-116 腐植土 HR 651 β線 6080 160 (-25) 6080 160 -5250 -4770 -5150 -4800

氷見２ Ａ DOT-C26 腐植土 Beta 126255 AMS 2200 50 -24.6 2210 50 -385 -115 -370 -200 愛媛県（1999）

DOT-C33 腐植土 Beta 126256 β線 2380 120 -27 2350 120 -795 -115 -800 -350 イベント２（原著）

H-1 H-1 確実 -300 -200 原著の較正年代の誤差は２σ. 原著では， 西側壁面のF2断層

Ｂ DOT-C9 腐植土 Beta 125471 AMS 1760 40 -24.5 1770 40 160 390 210 350  はＥ層を切り，Ｃ層に覆われる

DOT-C31 腐植土 Beta 125483 β線 2890 70 -27.8 2850 70 -1215 -830 -1130 -910 としているが，東側壁面ではＣ

DOT-C19 腐植土 Beta 125476 AMS 3410 40 -25.9 3390 40 -1755 -1590 -1740 -1620 ＜原著＞ 層を切り，Ｂ層に覆われている． 

H-2 不確実 -1580 -1540 イベント１ Ｅ層堆積後，Ｃ層堆積前とＣ層

Ｃ DOT-C18 腐植土 Beta 125475 AMS 5330 40 -24.2 5350 40 -4320 -4055 -4250 -4210 1770±40yBP以降 堆積後，Ｂ層堆積前の２回のイ

-4200 -4140 イベント２ ベントが推定される．

-4130 -4040 4070±60～1770±40yBP イベント３（原著）

DOT-C17 腐植土 Beta 125474 AMS 5570 60 -25.8 5570 60 -4515 -4330 -4460 -4350 イベント３ 原著では，Ｇ・Ｉ層の変位量は

H-2 H-3 不確実 Ｄ 4000yBP前後 Ｆ層よりも大きいとしているが， 

Ｅ DOT-C27 腐植土 Beta 125481 AMS 5970 50 -24.7 5970 50 -4950 -4765 -4910 -4870 イベント４ Ｇ層の変位量はＦ層とほぼ同じ．

-4860 -4770 5050±60～4070±60yBP Ｉ層以下の層準で変位量が大き

Ｆ DOT-C8 腐植土 Beta 125470 β線 4100 60 -26.5 4070 60 -2870 -2795 -2860 -2810 い．

-2770 -2460 -2680 -2550 イベント４（原著）

H-3 -2540 -2490 Ｆ３断層がＩ層を切り，Ｈ層に覆

Ｇ DOT-C12 腐植土 Beta 125473 β線 4050 70 -29.2 3990 70 -2850 -2820 -2620 -2400 われるとしているが，分岐断層で

-2630 -2300 あり，イベントとして認定できな

H-4 H-4 確実 Ｈ い． 

Ｉ DOT-C4 植物片 Beta 125469 β線 3930 60 -28.8 3870 60 -2480 -2140 -2460 -2280

DOT-C1 腐植土 Beta 125466 β線 5080 60 -26.7 5050 60 -3975 -3700 -3950 -3780 ＜再検討結果＞

Ｊ DOT-C28 腐植土 Beta 125482 β線 4850 100 -28.6 4790 100 -3775 -3350 -3670 -3500 イベント１

-3440 -3370 210calAD以降

DOT-C2 腐植土 Beta 125467 β線 5720 60 -28.9 5660 60 -4670 -4635 -4550 -4440 イベント２～４

-4620 -4360 2460calBC～350calAD

Ｋ

Ｌ

Ｍ

Ｎ

文献ラボ番号 コメント備考断層名 地点 地層名
補正14-C 年代イベント層準 試料 14-C 年代
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イベントの 測定 δ13ｃ値 較正年代（原著） 較正年代（Oxfcal）

原著 再検討結果 確実性 番号 種類 方法 yBP +- permil yBP +-           calAD    calAD(1-sigma)

重信断層 高井 ↑T-1 ↑T-1 確実 Ⅰａ 後藤ほか（1999）

Ⅰｂ

Ⅱａ

Ⅱｂ HR 662 β線 5410 140 (-25) 5410 140 -4360 -4040

T-2 T-2 確実 Ⅱｃ

Ⅲ HR 664 β線 6230 220 (-25) 6230 220 -5500 -4850

HR 665 β線 6520 160 (-25) 6520 160 -5620 -5320

Ⅳ

Ⅴ HR 663 β線 5960 250 (-25) 5960 245 -5250 -4550

-240

HR 661 β線 6360 330 (-25) 6360 325 -5650 -4850

-320

Ⅶ

高井東 Ａ TET-C11 腐植土 Beta 125490 AMS 4680 40 -24.5 4690 40 -3620 -3575 -3520 -3490 愛媛県（1999）

TE-1 TE-1 確実 -3535 -3360 -3470 -3370

Ｂ TET-C20 腐植土 Beta 125492 AMS 2930 40 -24.5 2940 40 -1265 -1005 -1220 -1050 原著の較正年代の誤差は 14Ｃ年代値と土器片の年代は

TET-C26 腐植土 Beta 125496 AMS 3130 40 -24.4 3130 40 -1450 -1295 -1440 -1370 ２σ． 一致していない．

-1340 -1310 Ｂ層より６～12世紀の須恵

TET-C24 腐植土 Beta 125494 AMS 3730 40 -24.6 3730 40 -2210 -1985 -2200 -2110 器片を出土． ＜再検討結果＞

-2100 -2030 イベント１

TET-C8 腐植土 Beta 125487 β線 3810 90 -24.5 3820 90 -2485 -1975 -2410 -2140 ＜原著＞ ６世紀以降

TET-C21 腐植土 Beta 125493 β線 4560 40 -25.2 4560 40 -3365 -3100 -3370 -3320 イベント１ イベント２

-3230 -3170 古墳時代中期～平安時代 4170～1050calBC

-3160 -3110 以降（６～12世紀以降）

Ｃ TET-C9 腐植土 Beta 125488 AMS 6960 40 -25.3 6960 40 -5870 -5705 -5890 -5770 イベント２

TE-2 TE-2 確実 Ｄ TET-C25 腐植土 Beta 125495 AMS 6710 50 -25.7 6700 50 -5635 -5480 -5670 -5550 5220±110yBP～６世紀

Ｅ TET-C4 腐植土 Beta 125486 β線 5220 110 -25 5220 110 -4325 -3780 -4170 -3940

Ｆ

Ｇ TET-C16 腐植土 Beta 125491 AMS 7950 40 -22.9 7990 40 -7025 -6690 -7060 -6980

-6970 -6900

-6890 -6820

Ｈ

Ｉ

Ｊ TET-C1 腐植土 Beta 125484 β線 6440 130 -25.7 6430 130 -5580 -5070 -5530 -5260

Ｋ

高井西 Ａ 愛媛県（1999）

Ｂ１ TWT-C13 腐植土 Beta 126254 β線 3100 80 -26.2 3080 80 -1505 -1110 -1440 -1250

Ｂ２ TWT-C8 木片 Beta 126250 AMS 330 40 -29.4 260 40 1520 1570 1630 1670 原著の較正年代の誤差は イベント２

1630 1675 ２σ． イベント層準は原著と同じであ

1770 1800 るが，年代値の評価が異なる．

TW-1 TW-1 確実 1940 1950 ＜原著＞

Ｃ１ TWT-C4 炭化物 Beta 126249 AMS 1010 40 -25.9 990 40 990 1165 990 1050 イベント１ ＜再検討結果＞

1090 1120 990±40～260±40yBP イベント１

1140 1160 (990～1950calAD) 990～1670calAD

TWT-C11 腐植土 Beta 126252 β線 4540 80 -22.2 4580 80 -3520 -3035 -3500 -3430 イベント２ イベント２

-3380 -3300 8000yBP前後 800calBC～1160calAD

-3240 -3100

Ｃ２ TWT-C3 腐植土 Beta 126248 β線 3510 70 -23.2 3540 70 -2030 -1685 -1950 -1740

Ｃ３

Ｃ４ TWT-C2 腐植土 Beta 126247 β線 4130 70 -20.9 4190 70 -2910 -2575 -2890 -2840

-2820 -2660

TWT-C9 腐植土 Beta 126251 β線 7520 110 -23.3 7550 110 -6550 -6160 -6470 -6240

TW-2 TW-2 確実 TWT-C1 腐植土 Beta 126246 β線 8170 170 -25.5 8160 170 -7520 -6595 -7500 -6800

Ｄ TWT-C15 腐植土 Beta 126407 AMS 7310 40 -23.5 7330 40 -6200 -6035 -6230 -6160

-6140 -6090

Ｅ TWT-C14 炭化物 Beta 126406 AMS 2530 40 -25.6 2520 40 -795 -505 -800 -750

-690 -660

-650 -540

Ｆ TWT-C12 腐植土 Beta 126253 β線 7130 100 -22.8 7160 100 -6175 -5775 -6100 -5890

コメント文献 備考
試料

ラボ番号
14-C 年代 補正14-C 年代

断層名 地点
イベント層準

地層名
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イベントの 測定 δ13ｃ値 較正年代（原著） 較正年代（Oxfcal）

原著 再検討結果 確実性 番号 種類 方法 yBP +- permil yBP +-           calAD    calAD(1-sigma)

伊予断層 市場Ｂ Ｂ－１

Ｂ－Ⅱ IYO-B-1 炭化物 NUTA 6151 AMS -24.1 230 70 1634 1693 1520 1570 後藤ほか（2001） イベント１

1727 1815 1620 1690 1280～1820calAD

IYO-1 IYO-1 1923 1955 1720 1820

Ｂ－Ⅲ IYO-B-10 炭化物 NUTA 6152 AMS -24.3 680 60 1281 1319 1280 1330

1342 1392 1350 1390

Ｂ－Ⅳ

Ｂ－Ⅴ

Ｂ－Ⅵ

Ｂ－Ⅶ

Ｂ－Ⅷ

本郡断層 本郡 ↑H-1 Ａ１ C3 785 1010 池田ほか（2001）

C6 435 650 長谷川ほか（2000）

C22 -355 -290 原著では，年代値は暦年のみ 原著では，A1層とA2層の境界

-230 65 示されている． が波打っており，イベント１

C13 -915 -805 を推定しているが，スケッチ

C27 -1745 -1515 では，液状化は認められない・

Ａ２ C2 -80 235

Ｂ 長谷川ほか（2000）は，上部

H-2 H-1 Ｃ のＶ字状落ち込みにＡ２層が

Ｄ C1 -785 -390 落ち込んでいると記載している．

Ｅ C9 -155 20

C15 -1290 -1020 ＜再検討結果＞

Ｆ C10 1255 1310 イベント１

1365 1380 1255calAD以降

C8 -830 -420 イベント２

C11 -1745 -1515 6095calBC～1380calAD

C16 -2120 -2085

H-3 H-2 -2050 -1890

Ｇ C17 -6095 -5695

C12 -6155 -6145

-6105 -5985

C18 -9930 -9925

-9760 -9365

C20 -8270 -7770

C21 -8580 -8300

Ｈ C29 -11505 -11360

-11315 -11240

C30 -12380 -12195

文献 備考 コメント断層名 地点
イベント層準

地層名
試料

ラボ番号
14-C 年代 補正14-C 年代
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